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　町指定無形文化財である小松流五段囃子国谷小松

連（高出征夫代表）のア代目発表会が３月３日、高

山代表宅で５ｲ代目、６代目の国谷小松連関係者ほか

多数の来貢を迎えて盛大に行われました。

　後継者の宮本さんら11名は、百年に及ぶ歴史ある

国谷小松連を守り先輩方に早く追いつくように、こ

れからも練習を続けていくと張りさっています。

さわやか

後継者たち
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緑
と
太
陽
と
空
間
を
生
か
し
た
町
づ
く
り

　
私
は
、
昭
和
6
1
年
に
策
定
さ
れ
た

町
総
合
振
興
計
画
を
坊
調
と
し
て
、

諸
施
策
の
推
進
に
収
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
上
来
定
よ
り
５
年
の
歳

月
が
過
ぎ
、
こ
の
た
び
基
本
構
想
を

受
け
た
後
期
の
新
し
い
基
本
計
画
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
町
は
、
北
関
東
自
勤
車
遊
が
計

圃
き
れ
る
な
ド
ヘ
県
内
心
町
で
最
も

発
展
す
る
財
能
件
を
陪
め
て
お
り
、

一
…
…
－
。
－
－
－
。
一
一
－

　基本計画の柱

明日をつくる基礎的条件の整備

創造性に富む心曹かな人づくり

安全で快適な生活環墳づくり

生きがいある社会福祉の充実

活力ある地域産業の振興

六’一一一一一一’ - 一 一

ｌ

ｌ

ｌ

町
長
　
清
水
　
英
世

そ
し
て
へ
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
基
本
計
画
は
、
北
関
東
自

動
車
道
沿
線
拠
点
回
予
生
活
基
盤

環
境
祭
備
・
ふ
る
さ
と
桐
生
事
業
を

柱
と
し
、
2
1
匪
紀
へ
向
け
た
町
政
運

営
の
指
針
と
す
る
た
め
、
関
係
各
位

の
協
力
を
得
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で

す
．

　
私
は
、
今
後
、
国
・
県
等
と
連
絡

を
密
に
し
、
他
計
画
と
の
整
合
性
を

保
ち
な
が
ら
、
町
民
の
み
な
・
さ
ま
の

意
向
を
大
切
に
し
、
明
る
い
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
念
願
い

た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま

の
積
極
的
な
ご
参
加
と
、
力
強
い
ご

支
援
を
心
か
ら
お
願
い
中
し
上
げ
ま

す
．

新
基
本
計
画
の
特
徴

明
日
を
つ
く
る

　
　
基
礎
的
条
件
の
整
備

I

II

III

IV

V

城
址
公
園

　
　
）

　
北
関
東
自
動
車
道
沿
線
拠
点
開
発

等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
区
画
然

理
今
泉
や
連
動
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
地
核
づ
く
り
地
核
振
叫

の
方
向
」
を
定
め
。
、
均
衡
と
調
和
の

と
れ
た
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
び
き
っ
づ
き
行
財
政
違
背

の
能
分
化
、
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
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新しい町づくりの基本
町総合振興計画（後

フＵ－ンセンター

創
造
性
に
富
む

　
　
心
豊
か
な
人
づ
く
り

　
精
神
的
な
豊
か
さ
宍
よ
り
充
実

し
た
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
求
め

る
佳
代
ニ
ー
ズ
等
に
応
え
る
た
め
、

・
レ
ク
リ
Ｊ
Ｉ
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

に
努
め
ま
４
≒

ビ
�
レ

ド
ブ
。
よ
。
警
｛

ご

　
さ
ら
に
、
健
康
・
体
力
の
向
ト
を
　
ぶ
バ

ふ
ま
え
た
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
　
舵

　
安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り

　
上
・
ド
水
道
の
整
備
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
増
大
す
る
ゴ
ミ
問
題
に

対
応
す
る
た
め
、
分
別
収
集
の
徹
底

を
図
る
な
号
町
民
総
参
加
に
よ
る

減
量
化
・
資
源
化
遊
動
を
積
極
的
に

展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
ゴ
ミ
処
理
基
本
計
画
」

の
策
定
に
よ
る
合
理
化
対
策
や
、
「
最

終
処
分
場
」
の
‐
９
備
を
図
り
ま
す
。

生
き
が
い
あ
る

　
　
社
会
福
祉
の
充
実

　
長
寿
社
会
に
向
け
て
、
高
齢
者
の
　
　
社
計
画
」
の
策
定
、
老
人
援
護
の
ネ

生
き
が
い
対
策
や
、
「
老
大
任
健
福
　
　
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
及
び
専
門
職
貝

W

　
　
　
総
合
振
興
計
画
の
構
成

　
基
本
構
想
…
…
昭
和
6
1
～
平
成
ア
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
年
間
）

基
本
計
画
…
…
平
成
３
～
フ
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
年
間
）

　
実
施
計
画
…
：
平
成
３
～
４
年
度

　
　
　
　
　
　
　
（
２
年
計
画
を
毎
年
改
訂
）

等
の
養
成
に
努
め
ま
和
犬

　
ま
へ
身
体
障
害
者
福
祉
や
在
宅

心
身
障
害
者
福
祉
等
の
増
進
を
図
り

　
保
健
衛
生
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
　
　
、

た
め
成
人
病
予
防
、
精
神
保
健
対
策

等
を
根
底
し
ま
犬
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

活
力
あ
る

　
　
地
域
産
業
の
振
興

い
ち
ご
の
出
荷

‐
ｓ
ｙ

ｒ

　
首
都
圏
農
業
の
確
立
に
努
め
る
と

と
も
に
、
む
ら
づ
く
り
推
進
体
制
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

　
工
業
の
振
興
で
は
、
北
関
東
自
動

車
道
沿
線
拠
点
開
発
の
工
業
用
地
を

中
心
に
、
基
盤
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
商
業
で
は
、
商
店
の
共
同
経
営
及

び
経
営
の
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め

支
援
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
拠
点
施
設
と
し
て
「
お

も
ち
ゃ
ほ
物
館
」
を
建
設
し
ま
す
。

一瞬ふで･しまつり
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健
診
は
健
康
管
理
の

　
　
　
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

　
自
覚
症
状
が
な
い
と
、
つ
い
健
康

と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
高
血

圧
や
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
・
が
ん
な

ど
の
成
人
病
は
、
無
症
状
の
ま
ち
進

行
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
「
病
気
が
み
つ
か
つ
た
ら
恐
い
」
と

い
う
理
由
で
健
診
を
受
け
な
い
人
が

い
ま
す
が
、
受
け
な
い
た
め
に
手
遅

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
う
が
、
も
っ

と
こ
わ
い
の
で
す
。

　
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は
、
男
性
の

場
合
４
０
歳
か
ら
、
女
性
の
場
合
3
0
歳

を
境
に
し
て
急
激
に
増
え
始
め
ま
す

の
で
、
該
当
年
齢
に
達
し
た
ら
、
少

| | | 1 1 1 1 1 1 J I I I l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l L I I I I l l i l l l l l l l l l l l i l l l l l l l i l l l l l l l l l l l l i l l l L l i l l l l l l l L l i l l l l l i l l l l 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 L I l i l l l l i l l l l l l i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 F I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

①　集団検診　　　　　　　　費　用　　　　負担金

　　循環器検診　　　　　　3,400円　　　　Ｏ円

　　胃がん検診　　　　　　　3,860円　　　　Ｏ円

　　肺がんレントゲン検診　1,150円　　　　Ｏ円

　　　ﾉﾉ　たん検査　　　　2,600円　　　　Ｏ円

　　子宮がん頚部検診　　　3,300円　　　　〇円

　　乳がん検診　　　　　　　2,200円　　　　Ｏ円

②　医療機関検診

　　循環器検診（60オ以上）　5,012円　　　　Ｏ円

　　子宮がん頚部検診　　　5,273円　　1,000円

　　子宮がん体節検診　　　フ,951円　　1,700円

　　胃がん検診　　　　　　10,287円　　2,000円

③　人回ドック　　　　　約63,000円　約33,000円

　　３匡療機関

心

な
く
と
も
年
一
回
は
検
診
を
受
け
ま

し
よ
う
。

　
方
法
と
し
て

集
団
検
診
と
、
医
療
機
関
検
診
、
人

間
ド
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

千
目
分
に
あ
っ
た
方
法
で
お
受
け
下

さ
い
。

　
①
集
団
検
診

　
老
人
保
健
法
に
よ
っ
て
町
が
実
施

す
る
む
の
で
、
循
環
器
検
診
・
胃
が

ん
・
肺
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

集団検診日程
受付9:00～11 :00

検
診
が
あ
げ
ま
す
。
検
診
車
で
伺
い

ま
す
の
で
最
寄
り
の
会
場
で
お
受
け

下
さ
い
。
目
礼
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　
平
成
三
年
度
よ
り
、
集
団
健
診
に

か
ゝ
る
費
用
は
す
べ
て
町
が
負
担
し

ま
す
の
で
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
②
医
療
機
関
検
診

　
土
呂
が
ん
頚
部
及
び
体
部
検
診
に

加
え
胃
が
ん
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

町
で
一
部
負
担
し
ま
す
の
で
少
額
で

済
み
ま
す
。
ご
都
合
の
よ
い
時
に
お

受
け
下
さ
い
。

　
③
人
間
ド
ッ
ク

　
国
保
の
破
保
険
者
の
３
５
丿
以
上
７
０

才
未
満
の
方
で
国
保
税
を
完
納
し
て

い
る
匪
帯
に
属
す
る
方
が
対
象
で
、

五
月
か
ら
二
月
ま
で
の
期
間
に
毎
月

十
名
受
付
け
ま
す
。
｝
大
約
六
万
の

費
用
が
か
；
ｙ
ま
す
が
二
二
万
円
の

補
助
に
よ
り
約
半
額
で
一
泊
二
目
の

人
間
ド
ッ
ク
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
ほ

　
集
団
検
診
の
希
望
日
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
自
治
会
を
通
し
て
申
し
込

ま
れ
る
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
な
お
、
医
療
機
関
検
診
と
人

間
ド
ッ
ク
に
っ
い
て
の
詳
細
は
、
「
お

知
ら
せ
版
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

☆
お
問
合
せ
は
役
場
保
健
課
ま
で
。

月　日 雇 会　　　　　　　　揚 健診 婦人

Ｈ３．ぐ５　金 南犬飼地区公民館 ０１０

4.22　月 保健福祉センター ○　○

５．７　火 羽生田集落センター ○

5.18　土　壬　生　中　夫　公　民　館 ○

5.20　月 保健福祉センター ○

5.24　金 南犬飼地区公民館 ○

6.27　木 壬　生　中　夫　公　民　館 ○ ○

ア．９ 火 保健福祉センター ○ ○
８．１９月 租　　葉　　小　　学　　校 ○ ○

8.26 1月 北　小　林　公　民　館 ○

9.18　水 壬　生　中　央　公　民　館 ○

１０．１７木 南犬飼地区公民館 ○　○

10.30 水　下　台　団　地　集　会　場 ○

11 .フ 木 上　　田　　公　　民　　館 ○

11 .26 ，火 保健福祉センターＩＯ
一一

几28　本 南犬飼地区公民館 ○

１２．９月 保健福祉センター Ｏ ○

Ｈ４．１．２７ 月 保健福祉センター ○

２．１８火 六　　　美　　　会　　　館 ○

2.28 金 壬　生　中　夫　公　民　館 ○

３．フ 土 南犬飼地区公民館 ○

3.12　木 睦地区コミュニティーセンター ○

-’
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婦人がん検診のみＨ(昌昭:こ昭)　　健診で行われる検査

債鷹巣陳套）
Ｈ３．５．３１ 金 午前 壬生中央公民館］血液検査｀゛

総コレステロール、

ＧＯＴ､ＧＰＴ､赤

血球数、ヘマドク

リット、ヘモグロ

ビン、血糖などを

調べる

６．３ 月 午後 保健福祉センター

礼28 .木 午後 壬生中央公民館

Ｈ４パ.28 火 午後 南犬飼地区公民館

２．１４金 午前 保健衛生事業団

３．２ 月 午後 保健福祉センター

し縦隊束]]]]

廃長･体重を測り、

肥満傾向、やせす

ぎなどを調べる。

たん白、糖、潜血

(血液が混じる)の

白熊を謂べる

ﾌﾞ郷二

●今までにむかつ

　た病気

●目覚症状

●飲酒や喫煙など

　の生活習慣

|●家族の病歴などi
二琵巡二じ鯛勝東］

レントゲン検診＿

　受診状況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
平
成
２
年
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
受
診
状
況
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。
壬
生
町
は
受
診
率
が
5
9
・
３
％
と
三
年
間
、

ほ
と
ん
ど
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
昔
前
ま
で
は
結
核
を
見
つ
け
る
た
め
の
検
査
で
し
た
が

最
近
で
は
肺
ガ
ン
や
肺
炎
、
気
管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器
の
病

気
か
ら
心
臓
肥
大
な
ど
、
他
の
病
気
の
発
見
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
当
日
、
正
面
と
側
面
の
２
枚
の
写
真
を
と
る
こ

と
で
肺
ガ
ン
検
診
も
で
き
、
今
年
、
１
干
フ
Ｂ
ァ
名
の
方
が

受
診
し
て
い
ま
す
。

　
年
に
一
度
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
、
必
ず
受
け
ま
し
よ
う
。

昌厘顛》　宮がん　乳がん

自治会名 対象者 受診者 受診率 自治会名 対象者 受診者 受診率

県営壬生住宅 １３ ３ 23.1 下　表　町 222 149 67バ

壬生地区小計 5,309 3,465 65､3 ：中　表　町
　　　　86

一一一一一一

　　　1椚

55

82

64.0

下　横　耶 73.9

釜　が　渕 71，　33
1　46.5
｜今　　　　井 93 81 87.1

原　　　　坪 177 74 41.8 i上　表　耶 187 140 74.9

鹿　　　　島　　1ｱｱ 108 61.0 東　下　台 174 126 72.4

下　馬　木 134 48 35.8 城　東　町 84 52 61.9

下　　　　町 178 83 46.6 舟　　　　町 105 67 63.8

上　　　　町 246 82 33.3 栄　　　　耶 100 58 58.0

本　　　　郷 171 73 42.7川中　通　耶 105 74 70.5

松　　　　原 133 26　　19.5 上　通　耶 120 96 80.0

西　　　　部 99　　　50　　50.5 三　好　町 101 63 62.4

中　　　央 蝸１ 31 ， 27.9 旭　　　　町 170 80 47.1

北　　　　原 86 39 45.3 万　　　　町 154 125 81.2

宿　　　79 23 29.1 上　新　町　　178 １１６ 65.2

下　　　　坪　　102 51 50.0 下　馬　木 133 91 68.4

東　　　原 120 83 69.2 西　高　野 135 75 55.6

鯉　　　　沼 86 28 32.6 城　　　　内 140 １１７ 83.6

福　和　田 208 137 65.9 城　　　　南 160 105 65.6

稲葉地区小計 2j78 969 44.5 馬　　　　揚 94 81 86.2

；原　　　　宿 76 １４ １８．４

北　小　林 18ﾌ 112　　60.0 ｜田　　　　向 ﾌﾌ 53 68.8

安　塚　－ 251 ，　139 55.4 上　　　　坪 42 12　　28.6

安　塚　二 22柏　　145 65.6 前　宿　坪　　103　　　52 1　50.5

上　長　田 168 106 63.1 台　　　坪 96 46 47.9

上　　　　田 268 176 65.7 星　の　宮 １１８ 73 61.9

中　　　泉　　245 122 49.8 至宝印北 206 120 58.3

肋　　　　谷 180 81 45.0 六美北部 287 190 65.2

肋　谷　原 56 32 57.1 ひばりケ丘 75 38 50.7

国　谷　－ 120 73 60.81 緑町一丁目 ﾌﾌ 48 62.3

国　谷　二 175 １１７ 66.9 緑町二丁目 68 40 58.8

国　谷　三 105 56 53.3 幸昭一丁目　　97　　54 ， 55フ

緑町三丁目 58 38 ， 65.5 幸昭二丁目，　108 81 75.0

緑町四丁目 28　　　8 28.6 幸昭三丁目 131 9Z 74.0

国谷外道 159 85 53.5 幸司四丁目 63 40 63.5

安　塚　三 137 88 64.21 おもちゃのまち 1訓 89 80.2

安塚南部 149 90 60.が い　ず　み 92 67 72.8

若　　　　草 36 １９ 52.8 六美町南－ 196 124 63.2

国谷本田 39 21 53.8 車　　　　塚 83 42 50.6

安塚中央 189 139 73.5 六美昭南二 177 99 55.9
……犬飼地区小計｀ ゛２,ｱﾌ1、 乍,647 59.4 下台団地 44 22 50.0

駅東町団地 60 51 85.0

。　　　計 10,258 6,081 59.3 至宝昭南 257 1ﾌﾌ 68.9
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下
水
道
が
使
用
で
き
る
方
へ

　
　
　
　
　
　
（
国
谷
地
区
は
除
か
れ
ま
す
）

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
万
に
、
ト
イ

レ
の
水
洗
化
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
排
水
設
備
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

排水設備の設置例

公
井
汚
水
ま
す

　　　　公共下水道
(町で設置・管理する部分)

ﾌﾟ

……・

Ｔ

(個人で設

l水雷1:

する部分)

へ~･

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と

　
台
所
や
浴
室
な
ど
の
排
水
と
と
も

に
、
し
尿
も
直
接
下
水
道
に
朧
す
こ

と
が
で
き
バ
快
適
で
衛
生
的
な
生
活

が
営
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
は
町
で
設
置
し
管
理
す
る

部
分
三
元
下
水
道
）
と
、
町
民
の

み
な
さ
ん
が
設
置
、
管
理
し
て
い
た

だ
く
部
分
（
排
水
設
備
）
が
あ
り
ま

す
、
公
共
ド
永
遠
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
時
は
、
一
日
も
早
く
家

庭
の
台
所
や
浴
室
な
ど
か
ら
の
汚
水

を
公
共
下
水
道
本
管
へ
流
す
「
排
水

設
備
」
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
く
み
取
り
便
所
に
っ
い
て

は
、
供
用
開
始
後
３
年
以
内
に
水
洗

便
所
（
公
共
下
水
道
に
接
続
し
た
も

言
に
改
造
す
る
こ
と
が
、
建
物
の

所
有
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
と
は

　
家
庭
の
台
所
や
浴
室
、
洗
た
く
機

な
ど
の
排
水
と
水
洗
便
所
の
汚
水
を

排
水
管
に
よ
り
公
共
下
水
道
ま
す
に

接
続
す
る
ま
で
の
工
事
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
部
分
は
、
各
家
庭
で
維
持
管

理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
初
恋
な
工
水
牛
違
法
な
工
事

を
さ
れ
な
い
よ
う
、
町
で
指
定
し
た

公
認
丁
事
店
（
先
月
号
に
掲
載
）
と

契
約
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
折
本

設
備
を
設
置
す
る
場
合
は
、
み
な
さ

ん
が
杖
立
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
厨
の
公
認
工
事
店
は
そ

れ
ら
の
半
衿
を
代
行
し
て
く
れ
ま
す
。

ト
イ
レ
水
洗
化
の
工
事
方
法

　
水
洗
化
の
工
僻
は
約
２
～
３
日
間

で
す
。
そ
の
う
ち
丁
ト
イ
レ
が
使
え

な
い
の
は
牛
目
か
Ｉ
日
ぐ
ら
い
で
す
。

　
工
事
の
施
工
は
、
排
水
管
や
汚
水

ま
す
の
ド
事
、
心
柄
や
八
」
所
に
ト
ラ

。
フ
ー
、
防
自
大
放
置
二
を
取
り
つ
け
る

‐
1
7
事
な
ど
か
ら
先
に
始
め
、
排
水
管

診
備
か
済
む
と
使
槽
の
し
尿
を
く
み

取
り
こ
泊
毒
し
、
砂
で
埋
め
、
水
洗

梢
の
便
器
や
タ
ニ
ク
な
ど
を
取
り
つ

け
二
心
水
の
配
管
と
水
漏
れ
な
ど
の

検
査
を
行
い
完
了
し
ま
す
。

水
洗
ト
イ
レ
に
坂
道
す
る
費
用
は
、
　
排
水
管
の
長
さ
、
水
洗
ト
イ
レ
の
種

水
洗
化
工
事
の
費
用
は

匹
ト
イ
レ
に
坂
道
す
る
費
用
は
、
　
排
水
管
の
長
さ
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類
な
ど
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、
　
標
準
的
に
は
３
５
万
円
程
度
で
す
。

使
用
開
始
後
の
注
意
事
項

　
公
些
汗
水
道
の
使
用
に
つ
い
て
は
　
　
　
は
、
ゴ
ミ
除
け
を
取
り
つ
け
る
な

怖
設
の
正
常
な
機
能
を
保
つ
た
め
、
　
　
ど
、
野
菜
く
ず
や
残
飯
な
ど
を
流

大
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
　
町
の
下
水
道
は
、
汚
水
だ
け
を
　
　
④
　
ト
イ
レ
に
は
必
ず
ト
イ
レ
ッ
ト

　
旅
才
分
流
式
で
す
。
雨
水
は
絶
対

　
大
才
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
　
水
に
溶
け
な
い
も
の
（
ビ
ニ
ー

　
ル
類
・
布
く
ず
・
囚
い
紙
な
こ

　
を
流
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
　
白
肌
浴
室
の
汚
水
流
出
目
に

排水設備工事の手順

＼
　
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
　
感
賞
な
ド
水
は
、
。
除
外
節
節

　
を
設
け
て
流
し
て
く
だ
さ
い
。

水
洗
便
所
改
造
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
処
理
区
域
内
の
ド
水
道

の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
く
み
取

り
便
所
か
ら
水
洗
便
所
へ
改
造
す
る

た
め
の
必
要
な
資
金
を
、
融
資
あ
っ

せ
ん
い
た
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
町
ま
た
は
公
認

Ｌ
服
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

融
資
あ
っ
せ
ん
対
象
者

み
な
さ
ん
の
ド
水
道
で
す
。
こ
れ
　
　
Ⅲ
　
処
理
区
坑
内
の
建
築
物
の
所
有
　
　
　
道
使
用
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
万
。

ら
の
こ
と
を
守
り
、
大
切
日
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
、

店事工認公

　
者
、
ま
た
は
そ
の
所
有
者
の
同
意
　
　
③
　
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
有
す
る

　
を
得
て
使
用
す
る
々
　
　
　
　
　
　
　
　
万
、

②
　
町
税
よ
盲
者
負
担
金
∴
ト
水

融
資
あ
っ
せ
ん
の
対
象
工
事

皿〉

①類皿蛇口

①匹ら⊇口

　［亜匹互に》

ノ
ノ
を
三

　
処
理
区
域
内
に
お
い
て
、
く
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
工

慨
及
び
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
公

共
下
水
泡
に
接
続
さ
せ
る
工
服
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
工
事
と
達
け
い
す
る

他
の
汚
水
の
汚
水
管
、
汚
水
ま
す
等

の
新
設
ｎ
事
を
併
せ
て
施
行
す
る
場

ぺ
目
も
含
み
ま
す
、

融
資
あ
っ
せ
ん
の
条
件

☆
限
度
額
・
：
…
―
件
に
つ
き
３
５
万
円

☆
返
済
方
法
…
…
融
資
を
受
け
た
翌

　
月
か
ら
3
5
か
月
以
内
で
、
毎
月
元

　
金
均
等
分
割
の
返
済
。
た
だ
し
、

　
繰
Ｌ
七
げ
返
済
も
で
き
ま
す
。

☆
利
　
子
…
…
皿
莉
丘
（
町
が
融
資

　
機
関
に
支
払
う
）
。
た
だ
し
、
返
済

　
の
遅
延
に
よ
る
利
子
は
、
借
主
の

　
負
担
と
な
る
。

○
融
資
あ
っ
せ
ん
の
申
し
込
み
は
、

　
排
水
設
備
の
計
画
確
認
申
請
の
際

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

回
春
香
の
結
果
、
融
資
あ
っ
せ
ん
が

　
決
定
し
た
と
き
は
、
「
融
資
あ
っ
せ

　
ん
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

　
の
で
、
融
資
機
関
で
手
続
き
を
行

　
っ
て
く
だ
さ
い
。
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食事と健康⑩油
の
吸
収
量

一
般
に
、
油
の
吸
収
率
は
い
た
め

物
で
５
％
、
掲
げ
物
で
1
0
％
く
ら

で
す
。
さ
ら
に
、
揚
げ
物
の
揚
合

ド

ー

」
。
。
－
－
－
－
’－
”
’
ｏ
」

｀　しｌ

素
揚
げ
、
唐
揚
げ
、
天
ぷ
ら
、
フ
ラ

イ
の
順
に
吸
収
量
が
多
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
衣
が
た
く
さ
ん
つ
く
ほ
ど

油
を
多
く
吸
収
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て
い
る
時
な
ど
は

掲
げ
物
の
衣
を
は
ず
し
て
食
べ
る
こ

と
か
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
予
不
ル

ギ
ー
の
高
油
脂
分
を
な
る
べ
く
と
り

入
れ
な
い
た
め
の
策
な
の
で
す
。
油

を
使
っ
た
料
理
は
香
ば
し
く
て
美
味

し
い
も
の
で
す
が
、
予
予
ル
ギ
ー
が

高
く
、
油
脂
の
と
り
す
ぎ
に
な
り
や

す
い
の
言
要
注
意
で
す
。

　
油
の
吸
収
量
を
少
な
く
す
る
た
め

に
は
、
衣
を
少
な
く
す
る
他
に
、
材

　保険料が変わります

　　＝４月から9,000円に＝

前納制度を活用しよう
国民年金の保険料　定額　　　＝月9､000円

　　　　　　　　　定額十付加＝月9､400円゛W

　前納しますと、毎月納める于開か省けるとともに　１

納め忘れも訪ぐことができます。　　　　　　　　　　　ｉ

料
が
油
に
触
れ
る
面
積
を
小
さ
く
す

る
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
薄
ぎ
り
肉

な
ら
そ
れ
を
広
げ
た
ま
ま
で
な
く
、

人
参
や
サ
ヤ
イ
ン
グ
ン
、
ご
ぼ
う
な

ど
の
野
菜
を
芯
に
し
て
ク
ル
ク
ル
巻

い
て
焼
く
な
ど
工
夫
す
る
と
、
少
な

い
泊
で
調
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
ま
た
、
油
で
焼
い
た
り
揚
げ

た
り
し
た
ら
、
余
分
な
油
は
よ
く
き

っ
て
盛
り
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

☆
食
物
と
栄
養
に
つ
い
て
、
「
こ
ん
な

　
こ
と
を
知
り
た
い
／
」
と
い
う
こ

　
と
が
あ
る
方
は
、
福
祉
課
栄
養
士

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　また、納める額も割引きされ、お得となりますの

で、ぜひ前納制度をご活用ください。

　〈１年分前納した場合〉

旬月納付 前　　　納 割引釘〔

定額保険料 108,000円 105､390円 2､610円

定額十付加 112,800円 110,070円 2.730円

※お問合せは、住民課国民年金係(�82-一一1234)へ。

㈱近郊㈹のﾚ

回公立乞

求められる意欲

　
東
京
商
工
会
議
所
の
調
査
に
よ
る

と
、
経
営
者
が
若
手
社
員
に
期
待
す

る
資
質
と
し
て
第
一
に
挙
げ
る
の
は

　
「
意
欲
」
と
か
。
４
月
、
今
年
も
意

欲
的
に
満
ち
た
多
く
の
若
者
が
社
会

人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
す
。

　
税
金
の
関
係
で
は
、
こ
の
時
期
、

確
定
申
告
を
終
え
て
ホ
ツ
と
一
息
と

い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

▼
確
定
申
告
の
内
容
を

　
　
　
　
　
も
う
一
度
確
認

　
平
成
２
年
度
分
の
所
得
枇
と
、
個

人
参
業
が
‥
の
消
費
税
の
確
定
申
告
、

ほ
と
ん
ど
の
万
は
滞
り
な
く
お
済
み

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
も
う
一
度
申
告
内
容
に
間
違
い

が
な
か
っ
た
か
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
そ
し
て
、
も
し
間
違
い
が
見
つ

W

か
っ
た
と
き
は
、
次
の
方
法
で
訂
正

し
て
く
だ
さ
い
。

○
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
　
「
更
正
の
清
水
」
を
し
て
正
し
い

税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
る
更
正
の
請

求
屈
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
更
生
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
申

肖
期
限
か
ら
１
年
以
内
で
す
か
ら
、

胚
成
２
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

に
つ
い
て
は
平
成
４
年
３
月
１
６
日
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
確
定
申
告

に
つ
い
て
は
平
成
４
年
４
月
１
日
ま

て
と
な
り
ま
す
。

○
税
額
を
少
な
く

　
　
　
申
告
し
て
い
た
と
き

　
　
「
修
正
申
告
」
を
し
て
、
不
足
し

て
い
る
税
金
を
納
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

Ｏ
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

　
　
ぷ
証
後
申
告
」
を
し
て
、
税
金
を

納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
用

紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。
「
修
正

申
告
」
「
期
限
後
申
告
」
は
気
が
つ
い

た
ら
な
る
べ
く
連
々
か
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
廷
帯
税

や
加
算
税
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
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介
護
と
は
共
に
生
き
る
こ
と

　
痴
呆
性
老
人
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
行
う

　
壬
生
地
区
痴
呆
住
宅
人
問
題
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
２
月
２
２
目
、
町
保
健
福

－間
　

’
・
・
’
Ｉ
一
一
４
一
一
一
一
４
一
一
一
一
４
’
一
一
４
モ
ー
ー
＝
‐
４
‐
＝
‐
４
‐
一
‐
″
～

Ⅲ
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祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
２
０
０
人
の
関
係
者
が
訪
れ
ま

し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
年
々
増
加

す
る
痴
呆
性
老
人
が
地
域
社
会
で
生

活
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
何
か
で

き
る
の
か
を
考
え
よ
う
と
、
助
言
者

に
栃
木
保
健
所
長
の
福
田
和
久
先
生

や
司
会
に
町
医
師
介
長
の
松
本
幸
三

先
生
を
お
迎
え
し
て
づ
不
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ

ネ
ラ
ー
に
は
介
護
者
、
保
健
福
祉
行

政
、
民
生
委
員
、
老
人
痴
呆
性
疾
患

ケ
之
タ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

意
見
発
表
し
ま
し
た
。

　　４
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お
ひ
な
様
づ
く
り
に
挑
戦

　
南
犬
飼
公
民
館
の
押
し
花
絵
教
室

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
南
犬
飼
地

区
分
民
館
の
押
し
花
絵
講
座
（
受
講

生
２
０
名
）
が
２
月
1
3
日
、
1
0
回
目
の

最
終
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
講
座
の
総
決
算
と
し

て
「
お
ひ
な
様
」
づ
く
り
に
挑
戦
。

ド
書
き
の
男
び
な
と
女
び
な
の
卜
に

ピ
ン
セ
ッ
ト
で
押
し
花
を
の
り
づ
け

し
て
い
く
作
架
が
難
し
く
、
講
師
の

川
崎
順
子
さ
ん
（
宇
都
宮
在
任
）
も

受
講
生
の
指
導
に
大
忙
し
で
し
た
。

　
昨
年
、
受
諾
生
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
希
望
者
が
多
く
て
半
数
近
く
の

方
が
受
講
で
き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ

る
の
で
、
来
年
度
は
同
講
座
生
は
自

主
講
座
と
な
り
、
ま
た
新
し
く
押
し
花

絵
講
座
生
を
募
集
し
て
、
２
つ
の
講

座
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
稲
菜
小
学
校
（
高
橋
銀
夫
校
長
、

児
童
２
５
７
名
）
の
校
舎
前
に
、
町

内
で
四
つ
目
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
が
完

成
。
３
月
―
日
、
壬
生
中
合
高
節
３
２

名
を
栢
い
て
記
念
演
参
会
が
行
わ
れ

ま
し
忖

福
祉
団
体
指
導
員
募
集

　
町
で
は
、
福
祉
団
体
の
育
成
及
び

指
導
等
を
行
う
福
祉
団
体
指
導
員
を

募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
人
員
　
１
名

◇
資
　
　
格
　
健
康
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
普
通
自
動
車
免
許
要
）

◇
報
　
　
酬
　
町
条
例
で
定
め
る
額

◇
中
込
期
限
　
３
月
３
０
目
玉
）
ま
で

　
　
に
市
販
の
履
歴
書
を
添
え
て
役
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農
業
に
夢
を
託
す

田
辺
成
洋
さ
ん
（
原
坪
）
が

意
見
発
表
で
知
事
賞
に
輝
く

　
栃
木
県
及
び
栃
木
県
青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議
会
主
催
の
平
成
２
年
度
栃
木

県
農
業
青
年
研
究
大
会
が
２
月
１
日
、
２
日
の
両
日
に
わ
た
り
コ
ン
セ
ー

レ
（
栃
木
県
青
年
会
館
）
で
、
県
内
青
少
年
ク
ラ
フ
員
や
関
係
指
導
機
関
の

方
マ
約
２
０
０
人
が
参
加
し
て
、
「
演
示
発
表
」
、
「
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
」
、

「
意
見
発
表
」
、
「
ク
ラ
フ
展
示
」
、
「
農
環
ク
ラ
ブ
及
び
専
門
部
活
動
」
な
ど

計
7
0
に
も
及
ぶ
各
地
区
の
代
表
に
よ
り
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
発
表
の
部
（
１
４
地
区
、
１
４
人
）
で
、
栃
木
地
区
を
代
表
し
て
発
表

さ
れ
た
田
辺
　
成
洋
さ
ん
（
原
坪
）
の
「
農
業
後
継
者
か
ら
の
メ
ッ
セ

土
ど
が
、
最
優
秀
に
輝
き
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
田
辺
さ
ん
の
意
見
発
表
（
文
）
を
紹
介
し
ま
す
。

゛W･

‐
‐
　
－
　
　
　
‐
　
　
－
　
　
‐

　
意
見
発
表
の
部

｜

｜

「
農
業
後
継
者
か
ら
の

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
Ｌ

　
　
　
　
　
田
辺
成
洋

　
朝
８
時
、
エ
プ
ロ
ン
の
紐
を
縛
り

な
が
ら
、
温
室
へ
と
歩
い
て
い
く
。

中
に
入
る
と
、
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
が
春

を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
咲
き
誇
っ

て
い
る
。

　
私
は
現
在
、
洋
ラ
ン
栽
培
を
し
て

い
る
農
家
に
研
修
生
と
し
て
、
２
年

間
の
予
定
で
学
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

の
４
月
よ
り
実
ガ
に
入
り
、
毎
日
植

え
替
え
や
潅
水
、
出
荷
調
整
な
ど
忙

し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
花

心
栽
培
は
、
心
に
に
に
は
楽
で
き
れ
ぃ

な
仕
事
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
休

み
な
ど
殆
ど
な
く
大
変
な
職
業
な
の

で
す
。
で
も
、
な
ぜ
私
は
こ
の
よ
う

な
職
業
を
選
択
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
我
が
家
は
、
米
麦
１
・
５
ｈ
と
レ

イ
ヤ
ー
の
育
成
を
経
穴
す
る
専
業
農

家
で
す
。
米
麦
に
つ
ぃ
て
は
、
営
農

掛
図
の
ラ
イ
ペ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

共
同
年
簒
を
し
て
い
ま
す
。
レ
イ
ヤ

土
目
成
は
、
年
間
６
万
羽
ご
出
荷
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
⊇
目
っ
た
私
は
、

小
さ
い
頃
か
ら
内
談
の
慟
く
姿
を
見

て
、
「
自
分
も
将
来
農
業
を
や
る
ん
だ
」

と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
農
業
高
校
に
入
学
、
勉
学
は

勿
論
で
す
が
３
年
間
の
間
に
数
多
く

の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
３
年
生
の
時
参
加
す

る
機
会
を
得
た
ア
メ
リ
カ
農
業
研
修

は
、
私
の
農
業
に
対
す
る
視
野
を
大

き
く
広
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。

　
ロ
本
と
ア
メ
リ
カ
で
は
、
経
営
方

針
や
規
膜
に
つ
い
て
も
全
く
異
な
り

ま
す
。
日
本
の
よ
う
な
狭
い
耕
地
で

い
か
に
収
益
性
を
上
げ
て
い
く
か
と

い
う
経
営
で
は
な
く
、
そ
れ
は
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
も
の
で
す
。
そ
し
て

何
よ
り
も
、
労
働
と
余
暇
。
の
時
間
を

う
ま
く
調
和
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
は

大
変
感
心
さ
せ
ら
れ
、
こ
の
点
は
、

日
本
の
経
貧
者
も
お
お
い
に
参
考
に

す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
も
っ
と
、
も

っ
と
視
野
を
広
げ
、
厚
門
的
な
知
識

を
得
な
け
れ
ば
日
本
農
業
の
改
革
は

実
現
で
き
な
い
と
考
え
大
学
に
進
学

し
ま
し
勺

　
大
邦
淑
東
京
で
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し

を
す
る
中
で
、
「
人
間
に
は
緑
う
る
お

い
の
あ
る
暮
ら
し
（
生
活
）
が
大
切

で
あ
る
｀
と
い
う
こ
と
を
痛
切
に
実

感
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
）

　
そ
の
よ
う
な
時
、
縁
を
求
め
草
花

を
購
入
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
花

に
吟
味
を
特
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
の
委
託
実
習
で
東
京
の
郊
外
で

ベ
コ
ニ
ア
栽
培
を
学
び
、
ま
た
、
休

み
を
利
用
し
て
は
北
海
道
の
学
友
の

家
を
訪
ね
、
シ
ク
ラ
メ
ン
や
ポ
イ
ン

セ
チ
ア
の
栽
培
を
手
伝
っ
た
り
、
無

菌
培
養
を
学
よ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
貴
重
な
経
験
を
い
か
し
て

前
々
か
ら
考
え
て
い
た
、
「
視
と
は
違

っ
た
経
営
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う

考
え
が
か
た
ま
っ
た
の
で
す
。

　
数
年
前
か
ら
農
村
地
帯
に
異
変
が

起
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
特
に
担
い
手

不
足
、
即
ち
、
農
業
後
継
者
問
題
は
、

我
々
の
年
代
の
者
に
は
ガ
ン
と
脳
褒

に
ひ
び
き
ま
す
。
長
い
年
月
を
経
て

徐
々
に
若
人
の
農
業
解
れ
が
な
さ
れ

て
き
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
問
郷
に
お
い
て
は
、
や
る

気
の
あ
る
、
新
し
い
農
業
セ
ン
ス
を

持
っ
た
若
者
が
農
業
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
農
業
者
は
、
以
前
の
よ

う
な
閉
鎖
的
な
イ
メ
犬
ジ
を
待
っ
た

経
営
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で

す
我
々
若
人
は
広
い
視
野
を
身
に

つ
け
て
、
経
営
改
善
や
地
域
農
業
の

活
性
化
に
精
進
し
、
国
際
色
豊
か
な
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経
官
省
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
農
業
に
お
い
て
も
「
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
四
ジ
ー
・
と
い
う
ｄ
菓
が

数
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
現
在
、
各
企

業
で
競
っ
て
技
術
開
発
、
研
究
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
づ
こ
れ
ら
は
、

我
々
が
築
い
て
い
く
2
1
世
紀
に
は
よ

り
新
た
な
る
改
革
が
生
ま
れ
て
い
く

こ
と
と
思
い
ま
す
。
我
々
は
、
こ
れ

ら
新
技
術
に
っ
い
て
も
関
心
を
深
め
、

勉
強
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

３歩下がって２歩進む

第４回町民綱引き大会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
し
か
し
、
農
業
の
基
本
は
自
然
の

中
で
植
物
を
愛
し
育
て
る
事
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
手

抜
き
を
し
て
は
成
立
た
な
い
の
で
す
。

そ
れ
ら
の
定
義
を
念
頭
に
お
い
て
、

基
本
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
先
駆
的
経

営
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
最
後
に
私
の
今
後
の
ダ
で
あ
り
ま

す
が
コ
円
親
が
築
い
て
き
た
地
元
下

稲
葉
営
農
集
団
の
仲
間
と
共
に
連
携

を
と
り
な
が
ら
地
織
農
村
の
和
を
広

げ
、
そ
の
発
展
と
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
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男
子
優
勝
の
壬
生
下
馬
木
チ
ー
ム

た
、
弟
と
共
に
力
を
合
わ
せ
洋
ラ
ン

の
共
同
経
営
を
し
、
新
し
い
農
業
経

営
の
実
現
と
首
都
圏
農
業
の
確
立
の

た
め
精
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
現
在
ガ
ラ
ス
温
皇
の

設
置
に
向
け
資
金
の
借
受
け
等
に
つ

い
て
、
関
係
指
導
機
関
の
助
言
を
頂

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
、
こ

れ
ら
の
夢
を
現
実
の
も
の
と
し
、
温

和
で
魅
力
的
か
つ
人
に
安
ら
ぎ
を
与

え
る
よ
う
な
、
夢
あ
る
花
を
見
事
に

咲
か
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
子
優
勝
の
中
屋
チ
ー
ム

一
一
一
r
’
1
1
1
1
1
‾
.
’
一
一
一
F

i
1
1
1

.-･11F・，111-.･.l,，7j1,J.

▽
４
口
辺
日
置
）
　
▽
午
後
６
時
3
0
一

分
か
ら
　
▽
壬
生
中
央
公
民
館
研
修
一

座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ

■
問
合
せ
先
　
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
一

会
事
務
局
（
�
賠
り
乙
７
０
６
）
　
　
　
一

　
ル
ー
ル
変
更
講
習
会

日
　
時
　
４
月
1
4
旦
日
）
　
ｏ
受
付

午
前
９
時
～
９
時
３
０
分
　
ｏ
講
義

7 ｀ 一 一 l i ， v ' 1 1

午
前
９
特
３
０
分
～
正
午
　
ｏ
実
戦
講
一

習
　
午
後
１
時
～
４
時

会
　
場
　
総
合
運
動
場
　
管
理
棟

持
参
す
る
も
の
　
▽
筆
記
用
具
　
▽

運
動
で
き
る
服
装
　
▽
昼
食

問
合
せ
先
　
協
会
事
務
局

め
、
参
加
し
や
す
い
競
技
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
年
々
盛
ん
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
技
術
も
向
上
し
て
い
ま
犬

　
み
な
さ
ん
の
自
治
会
や
職
場
な
ど

で
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

凪
子
の
部

　
優
　
勝
　
　
壬
生
下
馬
本
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
　
六
美
非
鄙
　
チ
ー
ム

　
敢
闘
賞
　
　
東
　
下
　
台
チ
ー
ム

女
子
の
部

　
優
　
勝
　
　
中
　
泉
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
　
馬
場
Ｂ
チ
ー
ム

　
敢
闘
賞
　
　
舟
　
町
チ
ー
ム

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
町

民
絹
江
の
親
睦
と
健
康
増
進
・
心
身

の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種
大
会
を

実
縮
し
て
い
ま
す
。

■
チ
ー
ム
編
成
　
▽
壮
年
チ
ー
ム

自
治
会
単
位
で
４
０
硫
以
上
の
男
子

▽
婦
人
チ
ー
ム
　
婦
人

■
登
録
料
　
Ｉ
チ
ー
ム
３
千
円
（
年

額
）
※
大
会
ご
と
に
参
加
料
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

■
総
　
会
　
平
成
３
年
度
の
加
入
希

望
チ
ー
ム
は
総
会
に
出
席
く
だ
さ
い

　
２
月
1
0
日
、
町
民
体
育
館
で
但
例

の
第
４
回
町
民
綱
引
大
会
が
行
わ
れ
、

男
子
２
２
チ
ー
ム
、
女
子
1
0
チ
ー
ム
が
、

一
進
一
退
の
手
に
汗
握
る
熱
戦
を
く

り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

　
男
子
の
部
で
は
ニ
カ
と
技
と
経
験

に
優
る
壬
生
下
馬
本
チ
ー
ム
が
、
昨

年
に
続
い
て
優
勝
し
、
３
連
覇
の
快

挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
女
子
の
部
は
、
や
は
り
前
回
優
勝

の
中
泉
チ
ー
ム
が
、
決
勝
で
馬
場
Ｂ

チ
ー
ム
を
接
戦
の
末
、
２
対
Ｉ
言
早

く
も
振
り
切
り
、
２
年
連
続
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

　
綱
引
き
は
、
誰
も
が
手
軽
に
取
組
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ロ
一
」
。
－
」
」
　
－
－
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－

-

－
　
’
－
－
－
－
－
－
ｊ
１
１
－
一

　
　
　
－
”
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
”
－
”
－
』

Ｃ

「
町
民
の
ひ
ろ
ば
Ｌ
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
⑩
一
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

き
１
１
ミ
ー
ー
　
－
‐

　
　
　
‐
‐
‐
－
‐
‐
‐
－

天
満
宮
で
も
ち
つ
き
大
会

　
２
月
匹
一
日
の
栄
町
天
満
常
例
祭
を

前
に
、
２
４
日
、
同
坑
内
で
も
ち
つ
き

犬
合
が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
な
ど
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
同
天
満
宮
は
、
江
戸
時
代
に
例
幣

使
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
た

泌９回り(包固詔勿回
　岡谷市灯親睦会∩度辺キョノ会長、会員30名｀）では、２

月11日に地元のお年寄り34名を街灯公民館へ招待し、第９

圓敬老会を開きました。

　このロは風もなく緩かい日よりに恵まれ、会場ではご馳

走をいただきながら余興を楽しみ、話に花を咲かせて、な

ごやかに交流を深めました。

心

－
‐
－
１
１
・
‐
‐
Ｉ

栄
町
の
町
内
細
謹
ぶ
杜
と
し
て
、
宝

暦
２
年
に
建
立
さ
れ
た
由
緒
あ
る
も

の
で
、
こ
の
目
は
、
甘
酒
や
あ
ん
こ

ろ
餅
な
ど
が
・
配
ら
れ
、
隣
の
公
民
館

で
は
書
道
展
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

町民剣道大会

　　130名参加

ベパ

　
第
５
回
町
民
剣
道
大
会
が
２
月
２
４

日
、
町
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
町
内

の
小
学
生
や
中
学
生
、
高
校
生
な
ど

１
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
．

　
成
　
績

○
小
Ｔ
Ｉ
～
２
年
の
部

優
　
勝
　
人
垢
．
亜
加
判
示
　
剣
）

準
優
勝
『
　
木
野
内
勝
久
（
　
″
　
）

三
　
位
　
高
価
　
尚
子
云
む
ち
ゃ
）

　
″
　
刑
場
　
章
子
（
　
″
）

○
小
学
っ
Ｊ
～
４
年
の
耶

優
　
勝
　
本
村
　
武
づ
お
も
ち
や
）

淮
・
優
勝
．
佐
藤
　
政
一
（
千
生
剣
）

三
　
位
　
μ
垢
　
宏
介
（
お
も
ち
言

　
″
　
芳
賀
　
正
直
千
生
剣
）

○
小
学
ら
～
６
年
の
部

優
　
勝
　
佐
藤
　
章
弘
（
壬
生
剣
）

準
優
待
　
犬
塚
　
　
学
（
　
リ
　
）

　
　
　
　
　
　
】

／Ｗ

一

一

一－

気こ肖穴芦jごこ

　
位
　
関
口
　
明
徳
（
羽
　
帽
）

″
　
　
阿
部
　
金
策
（
壬
生
剣
）

Ｏ
羽
　
剣
＝
羽
生
田
剣
道
ク
ラ
ブ

○
お
も
ち
宍
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
剣
道
教
示

ｏ
7
.
生
鯛
＝
壬
生
少
年
剣
道
教
示

○
中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
荒
川
　
彰
二
（
壬
生
巾
こ

準
優
勝
　
森
田
　
一
成
（
南
天
中
）

ご
　
位
　
斎
藤
　
亮
（
　
″
）

　
″
　
富
永
健
太
郎
（
　
り
゛
　
）

○
中
学
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
抄
本
　
美
紀
（
南
天
中
）

準
優
勝
　
竹
本
　
栄
美
へ
　
″
｛

三
　
位
　
高
山
あ
ゆ
み
（
　
‥

○
一
　
般

優
　
勝
　
井
七
　
泰
志

学
優
勝
　
松
本
　
実
在

三
　
位
　
松
井
　
信
二

　
″
　
落
合
　
章
男
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ｊ
ン
ー
ハ
イ
ル
″

（
ス
キ
ー
バ
ン
ザ
イ
）

　
　
　
　
○
総
合
成
績

心/･

　
　
準
優
勝
（
市
町
村
対
抗
）

◇
ス
キ
ー
講
習
会
（
ス
キ
ー
バ
ス
）

　
　
　
７
　
　
゛
ハ
ン
タ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン

　
ー
月
２
日
　
於
ス
キ
ー
ボ
ー
ル
塩
原

　
午
前
中
、
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
命
で
講
習
を

行
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
ス
キ
ー
を
し
た
人
も
、
楽

し
く
す
べ
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
多
く
の
方
が
ぜ
ひ
参

加
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

華
麗
に
熟
年
生

　
壬
生
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
示
林
悦

子
部
長
、
2
0
名
）
で
は
、
次
の
２
つ

の
行
事
を
実
施
し
て
ス
キ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。

報
◇
下
都
賀
地
区
親
善
ス
キ
ー
大
会

広
　
　
１
感
冒
　
於
浅
貝
ス
キ
ー
場

|Ⅲ||||間日||ll
鼎|llllⅢ|目||13目 | 目 | | l i l l l l l l l l l l L

○
成
　
績

　
男
子
の
耶

　
　
個
人
優
勝
　
　
小
林
　
一
失

　
女
子
の
部

　
　
個
人
優
勝
　
　
小
林
　
悦
子

　保健福祉センターの生きがい講座f‾社I交ダン

スを楽しむ会｣(36名)は、阿部紀久子先生の指

導のもと､毎週木・金にダンスを楽しんでます。

2
0
周
年
を
祝
う

　
　
　
　
　
町
少
年
剣
道
教
室

し
も
つ
け
荘
に

　
　
園
児
が
慰
問

　　「おじいちゃん、おばあちゃんに喜んでもら

おう」と第一保育所の児童（50名）が２月13日

特別養護老人ホーム「しもつけ荘。のお誕生日

会に訪れ､歌や剌を披露して大変喜ばれました。

　
２
川
１
７
目
、
町
少
年
剣
道
教
室
の

創
設
２
０
周
平
記
念
大
会
が
、
壬
生
中

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
、
剣
道
を
通
じ
て
次
代

を
拒
う
青
少
年
を
育
成
し
て
い
こ
う

と
、
昭
和
４
６
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
三
上
義
市
師
範
を
中
心
に
、
週
３

回
練
習
を
重
ね
て
お
り
、
こ
の
日
は
、

新
人
や
Ｏ
Ｂ
を
交
え
、
８
部
門
に
分

か
れ
て
日
頃
の
鍛
練
さ
れ
た
技
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
北
公
民
館
で

　
　
　
凧
づ
く
り
教
室

　
町
教
育
要
員
会
社
会
教
育
課
で
は

凧
づ
く
り
教
室
を
２
月
2
4
日
、
北
公

民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
公
民
館
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
地
域
の
交
流
や
通
常
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
ま
た
子
供

た
ち
に
自
分
の
手
で
つ
く
る
楽
し
さ

を
昧
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
ま

し
ぺ
参
加
し
た
２
０
名
は
、
渡
返
済

雄
先
生
の
指
導
に
よ
り
低
学
年
の
児

童
は
お
母
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、

１
枚
の
ビ
ニ
ー
ル
に
２
本
の
ひ
ご
を

つ
け
る
「
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
凧
」
を
Ｉ

時
間
ほ
ど
で
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
当
日
、
さ
っ
そ
く
作
り
た
て
の
凧

を
上
げ
、
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。



Ｅ
「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん

Ｌ

Ｉ
－－
―
－
Ｆ
――
－－－1 4
　
　
　
藤
井
小
学
校
５
年

作
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
和
也

Ｉ
―
－－
―
ＩＩ
―
！
－
皿
　
　
ぼ

く
の
お
父
さ
ん
は
、
お
げ
さ
ん

ＩＩ
0
‐
　
と
二
人
で
、
農
業
の
仕
事
を
し
て
い

、
４み報

ま
Ｌ
、
農
家
の
仕
事
は
、
と
て
も
犬

変
た
な
と
思
い
ま
ぐ
、

　
農
家
の
仕
事
が
休
み
の
日
に
は
、

帽
ぼ
く
を
本
屋
に
遅
れ
て
い
っ
て
く
れ

作
　
た
宍
お
父
さ
ん
の
友
達
と
つ
り
に

囲]間||川]!'|田il
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出
か
け
た
り
し
ま
す
。
つ
り
か
ら
帰

「
わ
た
し
か
ら
見
た

　
　
　
　
い
つ
も
の
弟
Ｌ

　
　
藤
井
小
学
校
５
年

　
　
　
　
　
　
山
川
　
明
美

　
わ
か
し
に
は
弟
が
｛
人
い
ま
ー
。

名
前
は
真
一
と
い
い
ま
す
。
今
、
同

じ
藤
井
小
心
二
年
生
で
ヤ

　
弟
は
と
て
も
元
気
で
、
す
校
か
ら

帰
言
に
来
る
≒
　
い
つ
で
も
尹
ぐ
に

遊
び
に
出
か
け
ま
す
。
帰
っ
て
く
る

の
は
お
そ
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行

っ
た
時
は
、
マ
ス
の
塩
焼
き
や
か
ら

あ
げ
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
お
父
さ
ん
は
し
ょ
う

ぎ
が
大
好
き
で
う
ま
い
で
す
。
ぼ
く

も
し
ょ
う
ぎ
が
好
き
な
の
で
、
お
父

さ
ん
と
や
り
ま
す
。
ぼ
く
が
勝
つ
時

も
あ
り
ま
す
が
、
お
父
さ
ん
は
と
て

も
う
ま
く
て
強
い
で
す
。
お
父
さ
ん

は
、

　
「
し
ょ
う
ぎ
を
や
ら
な
い
と
ね
む
れ

　
な
言

と
言
っ
て
、
毎
目
ば
く
と
一
戦
し
ま

す
。
ぼ
く
は
も
っ
と
練
習
し
て
、
余

ゆ
う
を
持
っ
て
お
父
さ
ん
に
勝
ち
だい

と
思
っ
て

い
ま
す
。

チピッ子アjl,ハム

ヽ-

租
利
ち
ゃ
ん
（
２
歳
３
男
）

　
〔
父
〕
矢
口
　
利
夫
さ
ん

　
（
母
）
　
″
　
幸
江
さ
ん

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
一
言

（
束
原
）

お
兄
ち
や
ん
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う

丈
夫
で
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

美
緒
ち
ゃ
ん
（
３
歳
長
女
）

　
（
父
）
長
内
　
正
義
さ
ん

　
（
母
）
　
″
　
責
ｆ
さ
ん

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
一
言

（
緑
町
三
ｒ
目
）

明
る
く
素
直
に
　
育
っ
て
ほ
し
い

く
の
が
早
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

わ
た
し
は
思
っ
て
い
ま
で

　
遊
び
か
ら
帰
っ
て
く
る
久
遊
ん

べ

だ
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
勉
強
を
姑
め
ま
す
。

わ
た
し
は
、
時
間
を
も
う
少
し
ふ
や

し
た
か
が
い
い
よ
う
な
気
が
し

　
わ
た
し
か
ら
弟
を
見
て
い
る

と
、
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
悪
い
と
こ
ろ
も

あ
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
の
で
、

少
し
で
も
悪
い
と
こ
ろ
を
減
ら

し
た
か
が
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
ヤ

　
弟
と
け
ん
か
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
４
犬
で
き
る
だ
け
仲

良
く
し
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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あ達者

　カップj

⑩上田一　市之肋さん（85）
　　　喝地キ　ンさん（78）

孫
の
花
嫁
姿
が
楽
し
み

　
上
田
西
金
剛
池
に
お
住
ま
い
の
、

菊
池
市
之
助
さ
ん
（
懸
懸
、
キ
ン

さ
ん
（
弓
懸
ご
夫
妻
は
、
も
う
す

ぐ
結
婚
６
０
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
と
い

う
、
た
い
へ
ん
お
元
気
な
カ
ッ
プ
ル

で
、
今
で
も
屋
敷
の
そ
う
じ
を
は
じ

め
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
花
合
わ
せ
、
薬

草
栽
培
の
手
伝
い
な
ど
、
農
作
業
に

汗
を
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
尚
之
助
さ
ん
は
、
青
年
団
長
や
農

協
理
事
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
を

務
め
、
地
域
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
趣
味
は
、
市
之
肋
さ
ん
が
庭
木
の

い
　
手
入
れ
で
、
キ
ン
さ
ん
は
特
に
な
い

１耶Ⅲ||1111111NII

そ
う
で
す
が
、
年
２
回
、
地
元
の
老

人
ク
ラ
ブ
「
金
開
廷
長
寿
会
」
の
仲

－－

間
と
行
く
、
２
泊
３
日
の
温
泉
旅
行

に
は
、
お
二
人
そ
ろ
っ
て
矢
か
さ
ず

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
市
之
助
さ
ん
は
タ
バ
コ
は
や
り
ま

せ
ん
が
、
お
酒
を
週
に
３
回
ほ
ど
、

コ
ッ
プ
ー
杯
と
定
め
て
た
し
な
ま
れ

る
そ
う
で
、
長
寿
の
秘
決
を
た
ず
ね

る
と
、
「
特
に
な
い
が
、
好
き
嫌
い

を
し
な
い
で
体
を
動
か
す
こ
と
、
そ

れ
に
早
寝
早
起
き
す
る
こ
と
ご
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
５
人
の
子
供
さ
ん
と
1
0
人

の
お
孫
さ
ん
に
恵
ま
れ
、
「
安
塚
に

い
る
孫
が
４
月
に
結
婚
す
る
ん
で
、

花
嫁
姿
が
見
ら
れ
る
し
、
そ
の
時
、

子
供
達
も
集
ま
る
の
で
会
う
の
が
楽

肌
◎
公
言

―
稲
葉
小
学
校
－

短
　
　
歌

四
八
寸
、

年
賀
状
五
十
余
年
を
続
け
た
る

　
　
　
恩
師
健
や
か
に
八
十
路
に
入
り
ぬ

し
み
で
す
ご
と
、
そ
ろ
っ
て
微
笑
ま
　
　
押
ボ
タ
ン
押
す
を
た
め
ら
ふ
横
断
は

れ
ま
し
た
。

わ
れ
一
人
な
り
車
つ
づ
き
て

心「菊の芽つみ」５年　大場喜代栄

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

粂
川
　
延
子

元
気
な
き
猫
を
抱
き
て
獣
医
師
を

　
　
　
訪
へ
ば
す
ば
や
く
逃
げ
帰
り
た
り

御
宿
の
砂
漠
を
行
き
て
ま
ぼ
ろ
し
に

　
　
　
　
月
と
王
子
と
ラ
ク
ダ
を
見
た
り

　
　
　
　
俳
　
　
句

向
き
亨
え
て
よ
リ
勣
か
ざ
る
寒
の
鰹

鈴
木
佳
世
子
　
　
た
た
か
ひ
は
中
東
に
あ
り
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
　
子
の
手
に
は
余
る
毛
糸
の
輪
を
ほ
ど
く

　
　
　
　
　
　
　
噴
水
の
虻
三
月
の
風
を
生
む

｢とんぼとり｣
　　５年　黒子　賢二

「カマキリとり」４年　森友貞治

奥
村
　
ト
シ

諸
岡
　
婦
美

宇
井

城
下

秋
山

伊
沢

秋
汀
町
雄

セ
ン
克
明
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子
供
の
交
通
事
故
対
策

習
慣
に
な
る
ま
で

へ
転
が
っ
て
い
っ
た
り
、
道
路
の

向
こ
う
側
に
い
る
お
母
さ
ん
を
見

つ
け
た
り
す
る
と
、
急
に
道
路
へ

飛
び
出
し
た
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恋
物
語
を
単
純
に
し
か
理
解
で
き
ま

何
度
も
ル
ー
ル
を
教
え
よ
う

せ
ん
。
例
え
ば
、
Ｌ
を
挙
げ
さ
え

　
寒
か
っ
た
各
も
過
ぎ
、
屋
外
で
元
気
に
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
姿
が
あ
ち
こ

ち
に
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
や
小
学
校
の
入
園
・
入
学
で
、
子
供

た
ち
の
行
動
範
囲
も
グ
ン
と
広
が
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
時
期
子
供
の
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
親
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
次
に
挙
げ
る
子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴

や
行
動
特
性
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
子
供
を
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
よ
う
。

十
分
注
意
し
て
道
路
を
渡
ろ
う

事
故
の
特
徴

Ⅲ
子
供
の
交
通
事
故
の
原
囚
の
大
半

　
は
、
道
路
へ
の
「
飛
び
出
し
」
と

　
「
車
の
直
前
直
後
の
横
断
」
に
よ

　
る
も
の
で
す
。

ｚ
事
故
が
多
い
の
は
、
午
後
二
時
か

　
猷
八
時
ま
で
の
時
間
帯
で
す
。

聊
目
宅
か
ら
事
故
発
生
地
ま
で
の
距

　
離
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
自
宅

　
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
で
発

　
生
し
て
い
ま
す
。

　
行
動
の
特
性

工
一
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向
く
と
、

　
ま
わ
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く

　
な
る
も
の
で
す
。
’
ボ
ー
ル
が
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
｀

　
す
れ
ば
胆
は
必
ず
止
ま
っ
て
く
れ

　
る
も
の
と
思
い
込
み
、
車
の
停
止

　
を
確
認
し
な
い
ま
ま
道
路
を
渡
り

　
出
し
ま
す
。

固
何
か
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
る
と
、

　
う
き
う
さ
し
て
落
ち
つ
き
が
な
く

　
な
り
、
反
対
に
、
し
か
ら
れ
た
り

　
す
る
と
、
そ
の
こ
と
で
頭
が
い
っ

　
　
　
　
　
　
＠
ａ
Ｓ

J
J

　
ぱ
い
に
な
り
、
ま
わ
り
の
こ
と
を

　
考
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

④
「
あ
ぶ
な
い
よ
」
と
か
「
気
を
っ

　
け
て
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的
な

　
言
葉
だ
け
で
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

烈
信
号
を
無
視
し
て
遺
跡
を
横
断
す

　
る
大
人
を
見
た
り
す
る
と
、
子
供

　
は
す
ぐ
マ
ネ
を
す
る
も
の
で
す
。

概
い
つ
も
通
る
遺
跡
で
は
交
通
ル
ー

　
ル
を
守
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
別

　
の
遺
跡
で
そ
れ
を
応
用
し
て
守
る

　
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

子
供
の
遊
び
場
所
の
近
く
は

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
運
転

　
こ
の
よ
う
に
、
節
供
は
心
身
と
も

に
未
熟
で
、
考
え
方
や
行
動
も
大
人

と
は
異
な
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
子
供
の
特
性
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
保
護
者
、
特
に
お

母
さ
ん
に
お
順
い
し
ま
す
。
子
供
に

交
通
安
全
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
教

え
る
と
き
は
、
ふ
だ
ん
子
供
が
刊
用

す
る
近
県
な
ど
で
、
具
体
的
に
、
習

慣
に
な
る
ま
で
何
度
も
繰
り
返
し
教

え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
も
お

願
い
し
ま
す
。
7
.
供
が
い
つ
飛
び
出

し
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
…
…
ｙ
』
の

こ
と
を
卜
分
認
識
し
、
裏
通
り
や
公

千
浪
」

　
訂
　
正

　
前
月
号
９
ペ
ー
ジ
４
・
５
役
目
の

新
民
生
委
員
の
紹
介
欄
中
、
�
楠
木

久
美
子
氏
１
↓
�
楠
　
久
美
子
氏
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

杜
登
福
祉
協
議
登
寄
付
者

爆
犬
乃
３
Ｔ
ｒ
Ｄ
・
０
９
Ｊ
円
（
汁
６
回
）

　
　
稲
葉
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
登
楼

園
な
ど
、
子
供
の
遊
び
場
所
の
近
く
　
　
金
石
1
1
‐
円

を
通
る
と
き
は
特
に
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
す
な
ど
、
注
意
し
て
運
転
し
て
く

だ
さ
い
。

一一七 = - s ヾ - に り ・ ← ＝ - . - ＝ － ~

４
月
の
納

●
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

●
国
民
年
金
（
前
納
・
１
期
）

　
　
　
（
納
期
限
４
月
3
0
日
）

　
納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

　
が
大
変
温
み
合
い
ま
す
。

　
早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

-

（
計
２
回
）

　
　
社
交
ダ
ン
ス
を
た
の
し
む
合
作

奎
２
万
１
千
４
８
８
円
（
計
５
回
）

　
南
犬
飼
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
合
作
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ちのうごき

　　３月１日現在

　39,653人（△４）
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　　　　　ま

し総人口
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